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1. 2020年3月期第1四半期の連結業績（2019年4月1日～2019年6月30日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 23,274 12.8 2,050 137.8 2,133 95.1 1,417 91.6

2019年3月期第1四半期 20,627 5.7 862 △9.1 1,093 3.8 739 5.0

（注）包括利益 2020年3月期第1四半期　　1,175百万円 （16.8％） 2019年3月期第1四半期　　1,006百万円 （△2.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

2020年3月期第1四半期 75.35 ―

2019年3月期第1四半期 39.55 ―

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

2020年3月期第1四半期 110,088 63,298 56.8

2019年3月期 107,995 63,363 58.0

（参考）自己資本 2020年3月期第1四半期 62,526百万円 2019年3月期 62,628百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2019年3月期 ― ― ― 80.00 80.00

2020年3月期 ―

2020年3月期（予想） ― ― 60.00 60.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 2020年 3月期の連結業績予想（2019年 4月 1日～2020年 3月31日）

（％表示は、通期は対前期、四半期は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

第2四半期(累計) 59,000 25.4 3,500 33.7 3,700 23.7 2,400 18.5 127.75

通期 104,000 2.8 4,900 40.3 5,200 29.5 3,400 21.6 180.98

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 2020年3月期1Q 20,341,980 株 2019年3月期 20,341,980 株

② 期末自己株式数 2020年3月期1Q 1,357,156 株 2019年3月期 1,555,547 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 2020年3月期1Q 18,817,169 株 2019年3月期1Q 18,710,227 株

※ 四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であると判断する一定の前提に基づいており、実際
の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。



太平電業株式会社(1968) 2020年３月期 第１四半期決算短信

- 1 -

○添付資料の目次

　

　

１．当四半期決算に関する定性的情報 ……………………………………………………………………２

（１）経営成績に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（２）財政状態に関する説明 ………………………………………………………………………………２

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 …………………………………………………２

２．四半期連結財務諸表及び主な注記 ……………………………………………………………………３

（１）四半期連結貸借対照表 ………………………………………………………………………………３

（２）四半期連結損益及び包括利益計算書 ………………………………………………………………５

（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 ……………………………………………………………６

（継続企業の前提に関する注記） ……………………………………………………………………６

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） ……………………………………………６

（セグメント情報等） …………………………………………………………………………………６

（重要な後発事象） ……………………………………………………………………………………６

決算短信（宝印刷） 2019年08月08日 09時36分 3ページ（Tess 1.50(64) 20181220_01）



太平電業株式会社(1968) 2020年３月期 第１四半期決算短信

- 2 -

１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第１四半期連結累計期間におけるわが国経済は、輸出を中心に弱さが続いているものの、底堅い企業収益を背

景とした設備投資の緩やかな増加や、雇用・所得環境の改善を受けた個人消費の持ち直しにより、景気は緩やかな

回復基調が続きました。一方で米中通商摩擦の動向が国際情勢に与える影響により世界経済の下振れリスクが懸念

されることから、依然として景気の先行きは不透明なまま推移しました。

このような状況の中、当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、受注高21,541百万円（前年同期比13.2

％増）、売上高23,274百万円（前年同期比12.8％増）、うち海外工事は1,303百万円（前年同期比3.8％減）となり

ました。

利益面につきましては、営業利益2,050百万円（前年同期比137.8％増）、経常利益2,133百万円（前年同期比

95.1％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益1,417百万円（前年同期比91.6％増）となりました。

なお、セグメント別の経営成績を示すと、次のとおりであります。

(建設工事部門)

受注高は、製鉄関連設備工事が減少したものの、事業用火力発電設備工事および自家用火力発電設備工事が増加

したことにより、部門全体として増加し、5,506百万円（前年同期比134.2％増、構成比25.6％）となりました。

　売上高は、製鉄関連設備工事が減少したものの、事業用火力発電設備工事および環境保全設備工事が増加したこ

とにより、部門全体として増加し、9,069百万円（前年同期比31.1％増、構成比39.0％）となり、セグメント利益

は478百万円（前年同期は21百万円の損失）となりました。

(補修工事部門)

受注高は、事業用火力発電設備工事および自家用火力発電設備工事が増加したものの、原子力発電設備工事およ

び製鉄関連設備工事が減少したことにより、部門全体として減少し、16,035百万円（前年同期比3.9％減、構成比

74.4％）となりました。

　売上高は、原子力発電設備工事および環境保全設備工事が減少したものの、事業用火力発電設備工事および自家

用火力発電設備工事が増加したことにより、部門全体として増加し、14,205百万円（前年同期比3.6％増、構成比

61.0％）となり、セグメント利益は2,331百万円（前年同期比36.5％増）となりました。

（２）財政状態に関する説明

　(イ) 資産

流動資産は、現金預金が6,936百万円減少したものの、未成工事支出金が7,809百万円および受取手形・完成工事

未収入金が777百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて1,567百万円増加し78,365百万円となり

ました。

固定資産は、繰延税金資産が209百万円減少したものの、建設仮勘定が792百万円増加したことなどにより、前連

結会計年度末に比べて525百万円増加し31,723百万円となりました。

(ロ) 負債

流動負債は、電子記録債務が2,238百万円増加したことなどにより、前連結会計年度末に比べて2,818百万円増加

し32,772百万円となりました。

固定負債は、社債が200百万円および長期借入金が136百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べ

て660百万円減少し14,016百万円となりました。

(ハ) 純資産

純資産は、その他有価証券評価差額金が321百万円減少したことなどにより、前連結会計年度末に比べて64百万

円減少し63,298百万円となりました。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　連結業績予想等については、2019年５月10日に公表した2020年３月期第２四半期(累計)期間(2019年４月１日～

2019年９月30日)の業績予想を修正いたしました。当該予想の詳細につきましては、本日(2019年８月８日)公表の

「第２四半期業績予想の修正に関するお知らせ」をご参照ください。なお、2020年３月期通期の業績予想につき

ましては据え置くことといたしますが、今後の業績動向を踏まえ、業績予想の修正が必要とされる場合には、速

やかにお知らせいたします。

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報および合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

資産の部

流動資産

現金預金 18,271 11,334

受取手形・完成工事未収入金 36,927 37,705

電子記録債権 6,536 5,868

未成工事支出金 12,813 20,622

材料貯蔵品 64 61

その他 2,185 2,772

流動資産合計 76,797 78,365

固定資産

有形固定資産

建物・構築物 16,611 16,624

減価償却累計額及び減損損失累計額 △10,116 △10,215

建物・構築物（純額） 6,495 6,409

機械・運搬具 10,922 10,903

減価償却累計額 △9,690 △9,690

機械・運搬具（純額） 1,232 1,212

工具器具・備品 2,042 2,067

減価償却累計額及び減損損失累計額 △1,829 △1,851

工具器具・備品（純額） 213 215

土地 7,442 7,325

リース資産 291 330

減価償却累計額 △143 △135

リース資産（純額） 147 195

建設仮勘定 2,927 3,720

有形固定資産合計 18,458 19,079

無形固定資産

のれん 97 91

その他 304 285

無形固定資産合計 402 377

投資その他の資産

投資有価証券 7,649 7,492

長期貸付金 156 296

賃貸不動産 1,095 1,258

減価償却累計額 △746 △750

賃貸不動産（純額） 349 508

繰延税金資産 1,190 981

長期性預金 1,604 1,588

その他 1,488 1,500

貸倒引当金 △101 △101

投資その他の資産合計 12,336 12,266

固定資産合計 31,197 31,723

資産合計 107,995 110,088
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(単位：百万円)

前連結会計年度
(2019年３月31日)

当第１四半期連結会計期間
(2019年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形・工事未払金 9,838 9,756

電子記録債務 9,837 12,075

1年内償還予定の社債 400 400

1年内返済予定の長期借入金 287 372

リース債務 104 113

未払法人税等 814 424

未成工事受入金 4,212 6,093

賞与引当金 957 320

役員賞与引当金 115 26

完成工事補償引当金 70 73

工事損失引当金 404 201

その他 2,911 2,913

流動負債合計 29,953 32,772

固定負債

社債 4,800 4,600

長期借入金 5,036 4,900

リース債務 147 175

繰延税金負債 0 2

退職給付に係る負債 4,051 4,102

役員株式給付引当金 67 67

役員退職慰労引当金 87 89

その他 486 79

固定負債合計 14,677 14,016

負債合計 44,631 46,789

純資産の部

株主資本

資本金 4,000 4,000

資本剰余金 4,888 4,888

利益剰余金 55,179 55,073

自己株式 △2,457 △2,169

株主資本合計 61,610 61,792

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 2,191 1,870

為替換算調整勘定 △152 △142

退職給付に係る調整累計額 △1,021 △993

その他の包括利益累計額合計 1,017 733

非支配株主持分 734 772

純資産合計 63,363 63,298

負債純資産合計 107,995 110,088
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（２）四半期連結損益及び包括利益計算書

第１四半期連結累計期間

(単位：百万円)
前第１四半期連結累計期間

(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

売上高 20,627 23,274

売上原価 17,897 19,345

売上総利益 2,729 3,929

販売費及び一般管理費 1,866 1,878

営業利益 862 2,050

営業外収益

受取利息 2 4

受取配当金 86 86

持分法による投資利益 37 52

固定資産賃貸料 67 67

為替差益 86 -

その他 16 19

営業外収益合計 296 230

営業外費用

支払利息 3 5

為替差損 - 85

固定資産賃貸費用 45 42

固定資産除却損 0 0

その他 16 14

営業外費用合計 65 148

経常利益 1,093 2,133

特別利益

固定資産売却益 42 -

受取補償金 5 -

特別利益合計 47 -

特別損失

ゴルフ会員権評価損 0 -

特別損失合計 0 -

税金等調整前四半期純利益 1,141 2,133

法人税、住民税及び事業税 64 381

法人税等調整額 325 291

法人税等合計 390 672

四半期純利益 750 1,460

（内訳）

親会社株主に帰属する四半期純利益 739 1,417

非支配株主に帰属する四半期純利益 10 42

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 250 △321

為替換算調整勘定 △17 9

退職給付に係る調整額 23 27

持分法適用会社に対する持分相当額 0 △0

その他の包括利益合計 255 △284

四半期包括利益 1,006 1,175

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 981 1,133

非支配株主に係る四半期包括利益 24 42
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

前第１四半期連結累計期間
(自 2018年４月１日
　至 2018年６月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2019年４月１日
　至 2019年６月30日)

比較増減
(△は減少)

セグメントの名称
金額

(百万円)
構成比率
(％)

金額
(百万円)

構成比率
(％)

金額
(百万円)

受
注
高

建設工事部門 2,350 12.4 5,506 25.6 3,155

補修工事部門 16,680 87.6 16,035 74.4 △644

合計 19,031 100.0 21,541 100.0 2,510

売
上
高

建設工事部門 6,918 33.5 9,069 39.0 2,151

補修工事部門 13,709 66.5 14,205 61.0 496

合計 20,627 100.0 23,274 100.0 2,647

受
注
残
高

建設工事部門 46,079 58.5 42,220 52.3 △3,859

補修工事部門 32,643 41.5 38,434 47.7 5,790

合計 78,723 100.0 80,654 100.0 1,931

(注) １．建設工事部門は、火力、原子力発電設備や製鉄関係、環境保全、化学プラント等の設備据え付けや

改造工事等と、これらの設備に付帯する電気計装工事、保温、塗装工事他の施工、および各種プラ

ント設備の解体、廃止措置等の事業。

２．補修工事部門は、同上の各種プラント設備の定期点検、日常保守、修繕維持等の事業。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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